






要約:心拍数上昇負荷により,小児先天性心痴患術後例の心予備能を検討した.[方法]川崎

病既往児 12例（対照),先天性心疾患術後 6例,心室中隔欠損 1例に対し,心カテーテル検査

施行中,心拍数上昇負荷(RA-Pacing・Atropin)前後で右房造影を行った.[結果]対照群は血

圧上昇,心仕事量低下,圧容量曲線の左上方偏位を示した,術後群では血圧低下,心仕事量増

加,圧容量曲線は不動であった.心室中隔欠損術前例は対照群とほぼ同様の変化を示し

た.[総括]術後例は対照群に比べ心予備能の低下が示唆された. 


